
03 観光協会
職員

こ
の
町
を
楽
し
む
こ
と
が
、僕
の
仕
事

奥浜名湖観光協会の事務局は、天竜浜名湖鉄道 気賀駅の旧駅長室にある。取材時、駅舎がまだ直虎カラーで朱く飾られていた。

turn

出身地  富士宮市　出身高校  富士宮西高校
勤務先  奥浜名湖観光協会［北区細江町］
■就職までの経緯など／水辺の生物が好きだった
ことから近畿大学農学部水産学科に進学。卒業
後、写真店で5年勤務した後、奥浜名湖観光協会
設立の際の職員募集に応じて転職。３年目から肩
書きは事務局長、自分を含めて職員は２人。水族館
の学芸員、総合旅行業務取扱管理者の資格有り。
日本さかな検定２級。■仕事の面白み／単純に楽
しい。いつも同じ日はなくて、毎日が発見！■くじけ
そうになったとき／大河ドラマで直虎が決まったと
き。直虎ブーム一色になることで、この地域の良さ
が失われないか心配しました。■休日は？／バイク
や山登り。副業で写真撮影の仕事もしています。■
座右の銘／「迷って、走って、着いたところが目的
地」 ■月収／地域の皆さんからの差し入れが多い
ので食べるものには困りません。■高校時代にイメ
ージしていた将来の自分／旅人。■高校時代の思
い出／海外に行ってみたくて、バイト禁止の学校で
したが、高2の冬にバイトで貯めたお金でイギリスへ
一人旅に行きました。■大人になってから思うこと
／どんなことも、やればやっただけ自分の財産。

観光PRやイベントを行い
この地域に訪れる人を増やす

しょうじ さとる
荘司  哲さん［34］

あか

　
　
　

伊
直
虎
ゆ
か
り
の
地
、
龍
潭
寺
の

　
　
　

あ
る
奥
浜
名
湖
エ
リ
ア
。
引
佐
、

細
江
、
三
ヶ
日
、
都
田
周
辺
を
Ｐ
Ｒ
す
る

奥
浜
名
湖
観
光
協
会
に
7
年
前
か
ら
勤
務

す
る
の
が
荘
司
哲
さ
ん
だ
。

　

荘
司
さ
ん
は
富
士
宮
市
出
身
。
近
畿
大

学
卒
業
後
、
好
き
な
カ
メ
ラ
の
仕
事
が
し

た
く
て
大
阪
の
写
真
店
で
働
き
な
が
ら
も
、

い
つ
か
は
故
郷
で
暮
ら
そ
う
と
考
え
て
い

た
。
そ
ん
な
と
き
、
偶
然
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
見
つ
け
た
〈
募
集
人
員
１
名
〉
が
今
の

仕
事
だ
。
バ
イ
ク
も
旅
も
好
き
だ
っ
た
荘

司
さ
ん
。「
の
ん
び
り
生
活
で
き
そ
う
」

と
面
接
を
受
け
、
故
郷
ま
で
は
帰
り
着
か

ず
に
、
縁
も
ゆ
か
り

所
縁
も
な
い
浜
松
に
転
職
の

新
天
地
を
得
た
。

「
こ
こ
の
人
は
『
何
も
な
い
』
っ
て
言
い

ま
す
が
、
僕
に
は
そ
う
は
見
え
ま
せ
ん
」。

子
ど
も
の
頃
か
ら
「
人
と
違
う
こ
と
を
し

な
さ
い
」
と
教
え
ら
れ
、
自
分
で
遊
び
を

つ
く
り
出
す
こ
と
に
た長

け
て
い
た
彼
に
は

う
っ
て
つ
け
の
仕
事
だ
っ
た
よ
う
だ
。

〝
よ
そ
者
の
視
点
〞
か
ら
奥
浜
名
湖
の
魅

力
を
発
信
。
休
日
に
は
ミ
カ
ン
農
家
の
仕

事
や
龍
潭
寺
の
芝
刈
り
な
ど
も
手
伝
う
と

い
う
。「
ど
ん
な
経
験
も
観
光
案
内
の
ネ

タ
に
な
る
。
冬
の
お
寺
の
床
拭
き
が
ど
れ

だ
け
つ
ら
い
か
を
話
す
と
、
皆
さ
ん
面
白

が
っ
て
く
れ
ま
す
」。

　

仕
事
と
遊
び
の
境
目
な
し
に
、
こ
の
町

を
誰
よ
り
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る

荘
司
さ
ん
。「
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
う
れ
し
い
。

観
光
案
内
と
い
っ
て
も
、『
お
も
て
な
し
』

よ
り
『
お
す
そ
わ
け
』
の
感
覚
で
す
」。

井

04 光電子増倍管の
設計エンジニア

　
　
　

年
前
、
世
界
で
初
め
て
テ
レ
ビ
の

　
　
　

ブ
ラ
ウ
ン
管
に
イ
ロ
ハ
の
「
イ
」

の
字
が
映
し
出
さ
れ
た
。
開
発
者
は
浜
松

高
等
工
業
学
校（
現 

静
岡
大
学
工
学
部
）

の
髙
栁
健
次
郎
博
士
。
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス

は
そ
の
門
下
生
ら
が
つ
く
っ
た
会
社
だ
。

当
時
の
社
名
は
「
浜
松
テ
レ
ビ
」
だ
っ
た

の
で
、
テ
レ
ビ
局
と
勘
違
い
し
て
来
社
し

た
人
も
い
た
と
い
う
。　

　

現
在
は
最
先
端
の
光
技
術
を
持
つ
研
究

開
発
型
企
業
と
し
て
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

る
。
入
社
４
年
目
の
大
城
さ
ん
は
光
電
子

増
倍
管
の
設
計
開
発
を
担
当
。
光
を
電
子

に
変
換
し
1
千
万
倍
ま
で
増
倍
す
る
光
電

子
増
倍
管
は
、
血
液
検
査
や
油
田
の
探
査
、

※  

ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
な
ど
に
ま
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

93 細
胞
か
ら
宇
宙
ま
で
。光
技
術
の
可
能
性
は
無
限
大

turn

出身地  浜松市　出身高校  浜松日体高校
勤務先  浜松ホトニクス株式会社　豊岡製作所
電子管事業部 電子管技術部 基礎計測グループ
■この仕事を選んだ理由／子どもの頃から新聞で
「浜松ホトニクスが○○を開発」という記事をよく
見かけていたので、当時から興味がありました。僕
はもともと、製品のデザインよりもスペックで勝負
したいと思っていたから、高い技術力を持つ企業で
開発の仕事をするのが理想でした。だから、Uター
ン就職するならこの会社と決めていました。■就職
までの経緯／高校を卒業後、名古屋工業大学で大
学院に進み、工学研究科で物質工学を専攻。修了
後に就職。■仕事の面白み／今まで無かったもの
を開発・設計して、形になるのが楽しい。■休日
は？／浜ホトには部・同好会が30以上もある「光友
会」という親睦団体があり、僕はテニス部に所属し
て活動しています。■高校２年生へ／大学時代に住
んでいた名古屋は都会で便利だったけど、暮らしや
すいのはやっぱり浜松。自分がやりたい仕事があれ
ば地元で働くのも全然あり、だと思います。

物理学実験などの科学計測に使われる
〈光電子増倍管〉の測定・設計、評価

おおしろ たかゆき
大城隆之さん［27］

国内そして世界に向けて掲げる
〝HAMAMATSU〟の赤いロゴマーク。

※スーパーカミオカンデ……地下1000メートルにある素粒子観測装置（岐阜県飛騨市）
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